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歴史・文化の継承と創造

No.



ト

ッ
プ

ニ

ュ
ー
ス

2

　松島中学校のソフトボール部が７

月２４日に東松島市で開催された宮

城県中総体ソフトボール競技決勝戦

で長町中学校を破り、見事５年連続

１０回目の優勝を果たしました。

　１回表に先取点を取られたものの

２回裏に同点に追いついた松島中。

１－１で迎えた７回。２死走者なし

から７番の大山さんが、内野安打と

盗塁で２塁まで進むと、続く千葉さ

んがセンター前にヒットを放ち、サ

ヨナラで優勝を決めました。

　及川監督は「選手たちの気持ちが

勝利を決めました」と話していまし

た。

松島中ソフトボール部
5年連続県大会優勝

　ウエルカム松島実行委員会（松島

観光協会や町、観光施設６社）の主

催によるウエルカム松島☆夏休みエ

コ探検隊が７月２１日に開催され、県

内から約２１０人の親子が参加しまし

た。

　参加した児童は、瑞巌寺参道の杉

木立の中でマイナスイオンをいっぱ

いに浴びてのラジオ体操や瑞巌寺灯

道で飾る吊り灯籠づくり、海岸周辺

の清掃活動に取り組んだ後、ご褒美

として町内観光施設のフリーパスを

もらい、各施設を見学したり体験観

光に挑戦したりと、松島で楽しい夏

休みの思い出を作っていました。

　また、当日は松島町観光親善大使

の速水けんたろうさんも駆けつけ、

子どもたちと一緒に活動に参加しま

した。

松島で楽しい夏休みを
スタート

▲県中総体優勝を決め、笑顔の部員たち

▲吊り灯籠上手に
描けるかな

▲速水さんと一緒に清掃活動

▲どんぐり松っちゃんも
大人気でした

▲接戦となった決勝戦の様子
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▲自衛隊や消防署との連携が不可欠です

　松島町総合防災訓練が７月２５日

に役場で開催されました。

　宮城県沖でマグニチュード８・０

の地震が発生し、町では震度６強の

揺れと大津波警報が出された設定で

始まった今回の訓練は、事前に被害

想定を参加者に知らせない図上訓練

で行われました。地震発生と同時に

各行政区から次々と被害状況が役場

の災害対策本部へ報告され、職員は

多くの情報等に追われながらも、的

確に自衛隊や消防署と協議しながら

対策を打ち出していました。

　大橋町長は「図上訓練も３年目を

迎え、明確な対応・行動ができるレ

ベルになりました。今後はさらに全

体での実務訓練を行いながら災害に

備えたい」と話していました。

災害に備えて！
松島町総合防災訓練

▲被害状況の連絡が入る
災害対策本部

　松島町は７月１２日をもって交通

死亡事故ゼロ１年間の記録を達成し

ました。

　これまでの１年間の努力に対して

７月１４日、宮城県警察本部長からの

祝詞が大橋町長に大野秀則塩釜警察

署長より手渡されました。

交通死亡事故ゼロに祝詞

　総務省東北総合通信局による地上

デジタル放送に伴う難視対策の説明

会が８月８日、９日に中央公民館で

開催されました。

　説明会では、東北総合通信局の武

藤放送課長より中継局やギャップ

フィラー（無線共聴施設）を使った

難視対策の計画が説明され、集まっ

た約６０人の住民からは「中継局がで

きると必ず映るようになるのか」な

ど、活発な質問が出されていました。

　中継局は磯崎地区に、ギャップ

フィラーは松島地区、反町地区にい

ずれも来年３月までに整備する予定

です。

地上デジタル放送の
難視対策説明会を開催

▲活発な質問が出されました

▲新設されるギャップフィラー

▲大野秀則塩釜警察署長から祝詞を受けとる大橋町長
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幅
広
い
町
民
の
元
気
を
は
ぐ
く
む
ス
ポ
ー
ツ
振
興

松
島
町
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
本
計
画
を
策
定

〜
後 
編
〜

　

運
動
実
施
率
の
全
国
平
均
が
三

十
七
％
な
の
に
対
し
て
松
島
町
で

は
成
人
の
一
年
以
内
の
実
施
率
が

約
四
十
五
％
と
、
比
較
的
高
い
結

果
が
出
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
当
面

の
目
標
と
し
て
運
動
実
施
率
五
十

％
以
上
に
引
き
上
げ
る
こ
と
が
重

要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
の
進
行
は
、
複
数

で
行
う
ス
ポ
ー
ツ
の
実
施
を
困
難

に
し
て
お
り
、
身
近
な
運
動
と
し

て
今
後
、
普
及
推
進
を
図
り
や
す

い
も
の
は
、
個
人
で
で
き
る

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
し
ょ
う
。
そ
こ

で
成
人
の
運
動
実
施
率
を
で
き
る

だ
け
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、
ス

ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
内
の
歩
道

を
整
備
し
た
り
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

コ
ー
ス
を
設
定
し
て
、
距
離
表
示

を
す
る
な
ど
の
整
備
を
検
討
し
ま

す
。
ま
た
、
町
内
の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
マ
ッ
プ
の
製
作
や
各
主
要
ポ
イ

ン
ト
に
お
い
て
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど

が
で
き
る
ア
ウ
ト
ド
ア
ジ
ム
の
設

置
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

②
障
が
い
者
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興

　

そ
れ
ぞ
れ
の
障
が
い
に
合
わ
せ

た
軽
い
運
動
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

の
指
導
法
や
実
践
の
開
発
を
進
め

ま
す
。
ま
た
、
障
が
い
者
の
リ
ハ

ビ
リ
や
健
康
維
持
を
含
め
た
温
水

プ
ー
ル
、
ス
タ
ジ
オ
、
シ
ル
バ
ー

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
の
効
果
的
な
利

用
法
を
再
度
検
討
し
、
心
身
両
面

に
わ
た
る
機
能
回
復
を
促
進
。
特

に
、
腰
痛
や
肢
体
不
自
由
な
人
へ

の
対
応
と
し
て
、
効
果
的
な
流
水

プ
ー
ル
の
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
な
ど
、
施
設
の
有

効
活
用
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
き

ま
す
。

③
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
適
し
た 

　

ス
ポ
ー
ツ
の
普
及

　

松
島
町
内
に
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

･
ゴ
ル
フ
協
会
や
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ

ス
な
ど
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の

サ
ー
ク
ル
が
あ
り
、
活
発
に
活
動

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
周
知
不

足
も
あ
り
、
町
内
の
全
域
に
ま
で

は
広
ま
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で

す
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
広
報
活

動
を
支
援
し
、
ま
た
協
会
や
サ
ー

ク
ル
と
連
携
し
な
が
ら
、
会
員
の

増
加
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
さ
ら

に
、
手
樽
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

（
旧
三
小
）
や
東
部
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
（
旧
四
小
）
を
活
用
し
て

地
域
の
交
流
や
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
、

利
用
促
進
も
進
め
て
い
き
ま
す
。

④
健
康
増
進
の
た
め
の
ス
ポ
ー

　

ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　

活
動
の
推
進
と
普
及

「
町
民
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
大

会
」
や
「
宮
城
ヘ
ル
シ
ー
ふ
る
さ

と
ス
ポ
ー
ツ
祭
仙
台
管
内
大
会
」

へ
の
参
加
な
ど
を
通
し
て
、
こ
れ

ら
の
大
会
へ
の
積
極
的
な
広
報
支

援
を
継
続
し
、
町
民
の
ス
ポ
ー
ツ
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
対
す
る
意

識
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
、
健
康
維

持
や
体
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

⑤
体
育
指
導
員
に
よ
る

　

ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
開
催

　

体
育
指
導
委
員
は
積
極
的
に
健

康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
の
研
修
会
な
ど
に
参
加
し
、

自
身
の
資
質
の
向
上
を
図
り
、
町

で
開
催
す
る
実
技
研
修
な
ど
の
参

加
者
へ
の
指
導
に
積
極
的
に
あ
た

り
ま
す
。
近
隣
の
市
町
村
に
は
、

数
多
く
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
用

具
が
あ
り
、
互
い
に
貸
し
借
り
で

き
る
シ
ス
テ
ム
が
整
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
利
用
し
て
、
ジ
ュ
ニ
ア

か
ら
シ
ニ
ア
、
親
子
で
楽
し
め
る

メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
と
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
普
及
に

努
め
ま
す
。

※
体
育
指
導
委
員：

松
島
町
内
で

は
十
人
の
体
育
指
導
委
員
が
委
嘱

さ
れ
、
町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
、
発

展
、
及
び
各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の

指
導
の
た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

健康寿命の延伸�
高  齢  者 ・障がい者の�

▲町民ふれあいスポーツ大会でのグラウンドゴルフ

①身近に実践できるスポーツ環境の整備

②障がい者のスポーツ振興

③住民のニーズに適したスポーツの普及

④健康増進のためのスポーツ、レクリエーション活動の推進と普及

⑤体育指導員によるスポーツ教室の開催

①
身
近
に
実
践
で
き
る

　

ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備

■
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
整
備

�

�

�

�
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������������������
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▲美遊でのヨガ教室
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松
島
　 

ス
ポ
ー
ツ
発
信�
か�
ら�

松
島
　

松
島
　 

ス
ポ
ー
ツ
発
信
発
信�
か�
ら�

①
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の 

整
備
･
充
実
に
よ
る 

交
流
人
口
の
増
加
促
進

　

「
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
」
の
活
動
の
拠
点
で
あ
る
松
島

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
施
設

の
整
備
･
充
実
に
対
す
る
支
援
を

行
い
ま
す
。
同
施
設
は
、
人
工
芝

サ
ッ
カ
ー
場
、
天
然
芝
サ
ッ
カ
ー

場
の
二
面
を
有
し
、
ナ
イ
タ
ー
照

明
や
宿
泊
施
設
も
完
備
し
て
い
ま

す
。
加
え
て
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
も
常

設
。
ク
ラ
ブ
側
と
連
携
・
協
力
し
、

将
来
的
に
は
全
国
大
会
な
ど
の
誘

致
を
積
極
的
に
行
い
ま
す
。
ま
た
、

町
内
の
そ
の
他
の
施
設
と
の
連

携
・
協
力
を
強
化
し
、
情
報
発
信

に
努
め
ま
す
。
今
後
、
各
種
大
会

を
開
催
す
る
こ
と
に
よ
り
、
町
内

の
宿
泊
施
設
の
利
用
な
ど
観
光
面

で
の
効
果
も
期
待
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
交
流
人
口
の
増
加
が
見
込

ま
れ
ま
す
。

②
温
水
プ
ー
ル
の
利
用

促
進
を
図
る
た
め
の 

情
報
発
信

　

こ
れ
ま
で
に
開
催
し
て
き
た

「
美
遊
の
日
」「
美
遊
祭
り
」「
無

料
開
放
日
」
な
ど
に
つ
い
て
、
さ

ら
な
る
充
実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

幼
児
水
泳
教
室
、
親
子
水
泳
教
室
、

小
学
生
初
級
･
中
級
･
上
級
の
水

泳
教
室
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
に
積

極
的
に
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
き

ま
す
。
ま
た
青
年
･
成
人
を
対
象

と
す
る
も
の
と
し
て
は
、
ス
タ
ジ

オ
を
利
用
し
た
各
種
教
室
（
エ
ア

ロ
ビ
ク
ス
･
ヨ
ー
ガ
･
ボ
ク
サ
サ

イ
ズ
･
バ
レ
エ
･
ピ
ラ
テ
ィ
ス
･

サ
ー
キ
ッ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な

ど
）
を
開
催
す
る
と
共
に
、
こ
れ

ら
の
情
報
を
積
極
的
に
発
信
し
て

い
き
ま
す
。

③
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
指
導

者
の
レ
ベ
ル
向
上
と
、 

新
た
な
指
導
者
の
養
成

■
指
導
者
の
資
質
向
上
と
利
用

　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

や
各
種
競
技
団
体
の
指
導
者
が
、

よ
り
専
門
的
な
指
導
が
で
き
る
よ

う
な
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
検
討
し

ま
す
。
ま
た
、
み
や
ぎ
広
域
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
や
宮
城
県
体
育

協
会
な
ど
が
実
施
す
る
ス
ポ
ー
ツ

指
導
者
養
成
講
座
に
も
、
総
合
型

地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
連
携
し

て
、
希
望
者
を
派
遣
す
る
な
ど
、

指
導
者
の
資
質
の
向
上
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
や
各
種
競
技
団
体
の
指

導
者
及
び
関
係
者
が
、
協
力
体
制

を
確
立
す
る
こ
と
に
よ
り
、
情
報

交
換
の
場
の
設
定
、
指
導
者
の
組

織
化
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
が
ス

ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
に
し
ま
す
。

④
ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
促
進

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進
へ
の

　

支
援

　

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
新
し
い
形
態

で
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
意
義
や
楽
し
さ
に
つ
い
て
、
積

極
的
に
啓
発
を
行
う
と
共
に
、
大

会
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
の
紹
介
な
ど
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
に
必

要
な
情
報
の
提
供
や
相
談
体
制
づ

く
り
に
努
め
ま
す
。

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

　

ク
を
構
築

大
会
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
経
験
者

が
集
い
、
情
報
交
換
な
ど
が
で
き

る
よ
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を

図
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
大
会

運
営
の
た
め
の
人
材
を
養
成
す
る

と
共
に
組
織
化
を
促
し
、
行
政
と

の
協
力
体
制
を
確
立
し
、
情
報
交

換
な
ど
の
連
携
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
積
極
的
活
用

　

松
島
町
あ
る
い
は
関
係
団
体
が

主
催
す
る
大
会
な
ど
に
つ
い
て
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
補
助
的
な
役
割

に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
事
業
の

企
画
や
運
営
に
参
加
で
き
る
よ
う

に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
各
種
競
技

団
体
が
行
う
事
業
に
つ
い
て
も
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
積
極
的
に
活
用

す
る
よ
う
に
働
き
か
け
ま
す
。

⑤
関
係
団
体
と
の
連
携

強
化（
体
育
協
会
、ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
へ
の
支
援
）

　

松
島
町
内
で
は
ジ
ュ
ニ
ア
か
ら

シ
ニ
ア
ま
で
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
活

動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
、
学
校
部
活
動
、
ク
ラ

ブ
チ
ー
ム
、
サ
ー
ク
ル
、
協
会
団

体
な
ど
で
各
種
全
国
大
会
に
出
場

す
る
場
合
、
体
育
協
会
を
通
し
て

補
助
金
や
支
援
金
の
交
付
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
積
極
的
に
ス

ポ
ー
ツ
に
取
り
組
ん
で
、
町
の
代

表
と
し
て
活
躍
で
き
る
よ
う
に
、

今
後
も
後
方
支
援
活
動
を
続
け
て

い
き
ま
す
。
ま
た
将
来
的
に
宮
城

県
、
東
北
、
日
本
の
代
表
と
し
て

活
躍
で
き
る
選
手
を
育
成
す
る
た

め
に
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
団
体
と
の

連
携
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。　

さ
ら
に
体
育
協
会
は
、
町
内
で
開

催
す
る
大
会
や
イ
ベ
ン
ト
の
積
極

的
な
誘
致
や
参
加
な
ど
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

�

�

�

�

���������

���������

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

①スポーツ施設の整備 ･充実による交流人口の増

加促進

②温水プールの利用促進を図るための情報発信

③生涯スポーツ指導者のレベル向上と、新たな指

導者の養成

④スポーツボランティア活動の促進

⑤関係団体との連携強化（体育協会、スポーツ少

年団への支援）

��������

��������

�����

�����

��������

��������

��������
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日
本
三
景
の
日

お
客
様
感
謝
祭

　

七
月
二
十
一
日
の
日
本
三
景
の

日
を
記
念
し
て
、
お
客
様
感
謝
祭

が
七
月
十
九
日
（
海
の
日
）
に
松

島
海
岸
グ
リ
ー
ン
広
場
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
五
大
堂

太
鼓
の
演
奏
や
松
島
高
校
の
生
徒

に
よ
る
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
な
ど

が
披
露
さ
れ
た
ほ
か
、
松
島
町
観

光
親
善
大
使
の
水
森
か
お
り
さ
ん

の
歌
唱
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
会
場
で
は
ま
つ
の
市
と

屋
台
村
も
同
時
開
催
さ
れ
、
地
場

産
品
を
買
い
求
め
る
観
光
客
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

幻
想
的
な
癒
し
の
祭
り
「
瑞
巌

寺
灯
道
」
が
、
八
月
六
日
か
ら
八

日
に
瑞
巌
寺
周
辺
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

瑞
巌
寺
参
道
で
は
竹
の 
燭  
台 
に

し
ょ
く 
だ
い

ロ
ウ
ソ
ク
が
灯
さ
れ
た
ほ
か
、
町

内
の
小
学
生
な
ど
が
作
成
し
た
吊

り
灯
籠
な
ど
で
幻
想
的
な
光
の
世

界
が
浮
か
び
上
が
り
ま
し
た
。
会

場
で
は
大
郷
町
の 
郷 
さ
ん
さ
踊
り

さ
と

や
尺
八
、
篠
笛
の
演
奏
が
癒
し
の

世
界
を
演
出
し
、
訪
れ
た
約
六
万

九
千
人
の
観
光
客
は
心
安
ら
ぐ
魅

惑
の
ひ
と
と
き
に
浸
っ
て
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
今
年
は
「
幸
福
の
ロ
ウ

ソ
ク
」
と
し
て
青
・
赤
・
緑
色
の

ロ
ウ
ソ
ク
が
一
本
ず
つ
毎
日
違
っ

た
場
所
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
三

色
探
せ
る
と
幸
せ
に
な
れ
る
と

あ
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
な
ど
は
必

死
に
探
し
回
っ
て
い
ま
し
た
。

▲篠笛の音が癒しの世界を演出 ▲ほのかな光の吊り灯籠

▲躍動感あふれるダンスを披露した松島高校の皆さん

心
や
す
ら
ぐ 
魅
惑
の 

ひ
と
と
き 
ー
瑞
巌
寺
灯
道
ー

▲水森かおりさんが「松島紀行」を熱唱

　

七
百
年
の
伝
統
あ
る 
盂  
蘭  
盆 
の

う 

ら 

ぼ
ん

行
事
、
瑞
巌
寺
大
施
餓
鬼
会
が
八

月
十
六
日
に
松
島
海
岸
中
央
広
場

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

櫓 
が
組
ま

や
ぐ
ら

れ
た
会
場
に
は
、
か
わ
い
い 
稚  
児 

ち 

ご

行
列
を
先
頭
に
瑞
巌
寺
僧
侶
が
入

場
し
、
一
堂
に
会
し
て
読
経
を
あ

げ
ま
し
た
。
松
島
湾
で
は
供
養
花

火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
た
ほ
か
、
ほ

の
か
な
明
か
り
で
灯
さ
れ
た
灯
籠

が
流
さ
れ
、
有
縁
無
縁
仏
を
供
養

し
ま
し
た
。

  
八
月
十
七
日
に
は
恒
例
の
松
島

灯
籠
流
し
花
火
大
会
が
松
島
湾
一

帯
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
松
島
町
観
光
親
善
大
使

水
森
か
お
り
さ
ん
の
カ
ウ
ン
ト
ダ

ウ
ン
で
打
ち
上
げ
が
は
じ
ま
り
、

水
中
ス
タ
ー
マ
イ
ン
や
尺
玉
な
ど

色
鮮
や
か
な
花
火
が
松
島
湾
の

島
々
を
彩
り
、
約
十
五
万
四
千
人

の
見
物
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

▲次々と打ち上げられる花火が松島湾を彩りました ▲今年は水森かおりさんが
　カウントダウン

▲供養花火が打ち上げられた大施餓鬼

過
ぎ
ゆ
く
夏
を
惜
し
み
な
が
ら

松松松松松松松松松松松松松松
島島島島島島島島島島島島島島
灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯
籠籠籠籠籠籠籠籠籠籠籠籠籠籠
流流流流流流流流流流流流流流
しししししししししししししし

松
島
灯
籠
流
し

花花花花花花花花花花花花花花
火火火火火火火火火火火火火火
大大大大大大大大大大大大大大
会会会会会会会会会会会会会会

花
火
大
会

瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞
巌巌巌巌巌巌巌巌巌巌巌巌巌巌
寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺

　

瑞
巌
寺
大大大大大大大大大大大大大大
施施施施施施施施施施施施施施
餓餓餓餓餓餓餓餓餓餓餓餓餓餓
鬼鬼鬼鬼鬼鬼鬼鬼鬼鬼鬼鬼鬼鬼
会会会会会会会会会会会会会会

　
　

大
施
餓
鬼
会
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▲芭蕉を魅了した松島の月

▲ソプラノ歌手・高橋知歌さん

月の出
９月２３日�午後５時７分

９月２４日�午後５時３２分

９月２５日�午後６時

第 1 1 回

月の秋 in観瀾亭
� 松島の月　まず心にかかりて �
９月 23 日（木・祝）～９月 25 日（土）

　

日
本
三
景
・
松
島
の
景
観
の
中
で
、
日
本
の

伝
統
文
化
の
一
つ
で
あ
る
「
茶
道
」
の
各
流
派

が
一
堂
に
会
し
、
お
点
前
を
披
露
す
る
松
島
園

遊
茶
会
は
二
十
二
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　

初
秋
の
さ
わ
や
か
な
青
空
の
下
、
松
島
の
も

つ
「
和
」
の
雰
囲
気
の
中
で
野
点
の
お
茶
会
が

気
軽
に
楽
し
め
ま
す
。
ご
家
族
連
れ
で
ど
う

ぞ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時　
 
十
月
三
日 （
日
）

　

午
前
十
時
〜
午
後
三
時
三
十
分

　

（
受
付
三
時
ま
で
）

●
場
所　

松
島
海
岸
グ
リ
ー
ン
広
場

　

※
小
雨
決
行

●
内
容　

各
流
派
が
野
点
縁
席
を
設
け
ま
す
。

　

ま
た
、
一
般
の
お
客
様
を
対
象
と
し
て
茶
道

教
室
を
開
催
し
ま
す
。（
無
料
）

▲各流派毎に縁席を設け来場者を迎え
ます

●
流
派

　

①
一
茶
菴
流

　

②
裏
千
家
流

　

③
表
千
家
流

　

④
織
田
流

　

⑤
大
日
本
茶
道
学
会

　

⑥
方
円
流

　

⑦
玉
川
遠
州
流

　

⑧
松
島
高
校
茶
道
部
（
表
千
家
流
）

●
お
茶
券
（
二
席
分
）

　

当
日
券　

千
円

　

前
売
券　

八
百
円

●
問
合
先

　

日
本
三
景
松
島
園
遊
茶
会
実
行
委
員
会

　

�
３
５
４－

２
６
１
８

第第第第第第第第第第第第第第
二二二二二二二二二二二二二二
十十十十十十十十十十十十十十
二二二二二二二二二二二二二二
回回回回回回回回回回回回回回

第
二
十
二
回

日日日日日日日日日日日日日日
本本本本本本本本本本本本本本
三三三三三三三三三三三三三三
景景景景景景景景景景景景景景
松松松松松松松松松松松松松松
島島島島島島島島島島島島島島
園園園園園園園園園園園園園園
遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊
茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶
会会会会会会会会会会会会会会

日
本
三
景
松
島
園
遊
茶
会

十十十十十十十十十十十十十十
月月月月月月月月月月月月月月
三三三三三三三三三三三三三三
日日日日日日日日日日日日日日

十
月
三
日（（（（（（（（（（（（（（
日日日日日日日日日日日日日日
））））））））））））））

 （
日
） 　

　伊達家の納涼、観月の場であった観瀾亭で、

恒例のお月見会を開催します。古くより多くの

人々が魅了された「松島の月」。ソプラノ歌手、

高橋知歌さんの美しい歌声と共にお楽しみくだ

さい。

●日　時　９月２３日 （木・祝）～９月２５日 （土）

　午後６時～午後９時（一時間毎の入れ替え制）

　※雨天決行

●場　所　観瀾亭

●入　場　６００円（抹茶セット込）

●問合先　�３５３-３３５５
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　松島博物館所蔵の鳳凰図屏風が、青葉城資料

展示館で8月5日から9月5日まで開催されて

いる特別展「再発見・仙台城本丸！」に展示さ

れています。

　鳳凰図屏風は仙台城の大広間「上段の間」を

飾っていたもので伊達家から松島町に寄贈され、

約 140 年ぶりの里帰りとなりました。

　また、青葉城資料展示館では、大広間落成四

百年を記念して、大広間の全ての部屋を回りな

がら政宗公と家臣たちのエピソードでつづる

「新ＣＧ映像」を制作し、その中に鳳凰図と檜

図も登場します。8月 5日に開催されたオープ

ニング式典には、大橋町長が出席し祝辞を述べ

ました。

介護予防教室参加者募集 ●申込み締切　　　●申込み・問合先
　９月１７日（金）　　   町民福祉課健康長寿班　�３５５-０７０３

水中ウォーキング教室
●内容　歩行プールでのウォーキングで水に慣れた後、25ｍプールでいろいろなウォーキング、

　　　　ストレッチなどの水中運動を行います。　

●対象　65歳以上の健康な方が対象です。

●日時　１０月２日 （土）、１０月９日 （土）、１０月１６日 （土）、１０月２３日 （土）、１０月３０日 （土）、

　　　　１１月６日 （土）、１１月１３日 （土）、１１月２０日 （土）、

　　　　＜実施時間　午前 10時～午前 11時 30 分＞

●場所　温水プール美遊　　●参加料　4,000 円（全８回コース）

楽らくエアロビクス教室
●内容　スタジオまたはシルバートレーニングルームを使って、音楽にあわせてリズムダンス＆ウォーキング、ボー

ル体操など柔軟性、バランス、筋力アップのための体操を行います。

●対象　６５歳以上の健康な方が対象です。

●日時　９月３０日 （木）、１０月７日 （木）、１０月１４日 （木）、１０月２１日 （木）、１０月２８日 （木）、

　　　　１１月４日 （木）、１１月１１日 （木）、１１月１８日 （木）、＜実施時間　午前 11時～午前 11時 30 分＞

●場所　温水プール美遊　　●参加料　4,000 円（全８回コース）

　最近の健康ブームで、テレビや雑誌、新聞

でも食べものに関する話題が多くなりました。

しかし、「これって本当なの？」と思うことは

ありませんか？健康や栄養の情報を、もっと

気軽に正しく学んでみませんか？

●日　　時　１０月１５日 （金）、１１月１２日 （金）、

１２月２４日 （金）、１月２１日 （金）、

２月１８日 （金）全５回コース

　　　　　　午前 10時～午後 1時

●場　　所　松島町保健福祉センター

　　　　　　どんぐり

●参 加 費　１回 500 円（材料代）　

●内　　容　今どきの健康と栄養Q&A

　　　　　　調理実習「時にはこんなおかず

はいかが？」　毎回、おいしく

てヘルシーなレシピを紹介しま

す！

　　　　　　リズム＆ストレッチ体操、他

●申込締切　９月３０日 （木） まで

●問 合 先　町民福祉課健康長寿班

　　　　　　� ３５５-０７０３

鳳凰図屏風が
　　青葉城へ里帰り

▲CGで再現された鳳凰図屏風

 いちおし健康塾 
参加者募集
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－宮城ケーブルテレビのエリア拡大のお知らせ－
　宮城ケーブルテレビでは、このたび、ＮＴＴ東日本との協業により、地デジやＢＳデジタルはもちろん、豊富な専門

チャンネルもお楽しみ頂ける放送サービスを、松島町の幅広いエリアでご利用いただけるようになりました。

【サービスの主な特徴】
① 地上デジタル放送が見えづらい所でも、地形や天候の影響を受けずに安定したクリアな映像をお楽しみ頂けます。

②ＢＳデジタル放送もパラボラアンテナを設置せずにお楽しみ頂けます。

③映画やスポーツ、アニメ、趣味などの多彩な専門チャンネルを家族みんなでお楽しみ頂けます。

④ＮＴＴ東日本の「フレッツ光」回線を利用するので、最大 200 Ｍの高速インターネット及び、通話料がおトクな「ひ

かり電話」もご利用頂けます。

詳しいサービス内容や提供エリアは、下記までご連絡を御願い致します。

●問合先　宮城ケーブルテレビ　�０８００-８００-７７１３　９ ： ００～１７ ： １５（年中無休）
　　　　　ＵＲＬ　http://www.c-marinet.ne.jp/flets/

2010　松島ハーフマラソン大会　交通規制ご協力のお願い
ハーフマラソン・10km・5km・は今年からコースが変わります。

　ハーフマラソン大会開催の趣旨をおくみとりいただきまして交通規制にご協力お願い申しあげます。

当日は、・県道 「奥松島－松島公園線」・東松島市道 「亀岡－野蒜海岸線」・東松島市道 「不老山－松ヶ島線」

は、交通規制になります。

●規制時間
平成２２年 10月 10 日 （日） 　9 ：30 ～ 13 ： 45
※解除は、競技進行状況により変更があります。
●問合先　大会事務局（KHB 東日本放送　� 215-2545）

「地デジいろは塾」�������
　アナログ放送終了まで、とうとう１年をきってしまいました。地デジキャラクター草 剛さんのＣＭでは「地デジの準

備、お急ぎくださいね！」と呼びかけていますが、みなさんのご家庭では地デジへの移行はお済みでしょうか？

　「まだ、１年あるから…」とお考えの方は、次のようなことにご注意ください。

①アナログ放送では受信に問題がなくても、地デジでは受信がうまくいかず、「原因を探すこと」「対策をほどこすこと」

に長い時間がかかることがあります。

②共同受信では、設備の改修をしないと地デジの受信ができない場合があります。

③また、アナログ放送終了と同時に設備が撤去され、「各戸ごとにアンテナを設置しなければならない」共同受信もありま

す。

　なお、宮城県ではまだ、およそ２０万もの世帯が地デジ未対応と推定されます。

地デジ移行が短い期間に集中した場合には「混乱」が起こることも心配されます。

また、エコポイントの利用期限も１２月までと迫っています。

いずれにしても早めの対応に越したことはありません。

デジサポからもお願いします。『地デジの準備、お急ぎください！』

　　●問合先　デジサポ宮城　�７４５-１５００

彊�剪�
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思
春
期
保
健
対
策
の
充
実

　

十
代
の
望
ま
な
い
妊
娠
、
人
工

妊
娠
中
絶
、
性
感
染
症
な
ど
の
問

題
に
対
応
す
る
た
め
に
、
生
（
性
）

に
対
す
る
正
し
い
知
識
の
普
及
を

子
ど
も
や
母
親
の
健
康
を 

確
保
す
る　

　

健
康
づ
く
り
施
策
に
つ
い
て
は
、

次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
（
後

期
計
画
）
に
先
立
っ
て
策
定
さ
れ

た
第
三
次
母
子
保
健
計
画
（
計
画

期
間
は
平
成
十
九
年
度
〜
二
十
三

年
度
）
に
基
づ
い
て
、
妊
娠
期
か

ら
乳
幼
児
期
、
学
童
期
、
思
春
期

ま
で
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
沿
っ

た
対
策
が
、
き
め
細
か
に
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

子
育
て
支
援
の
た
め
の
健
診

　

乳
幼
児
健
診
に
対
す
る
満
足
度

は
、
現
状
、
各
年
齢
で
八
十
％
超

と
い
う
高
さ
。
個
別
相
談
を
重
視

し
た
健
診
を
行
っ
て
い
る
た
め
、

相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
長
時
間
か

か
る
回
も
あ
り
ま
す
。
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
の
保
育
士
も
健
診
に

従
事
し
、
待
ち
時
間
が
苦
に
な
ら

な
い
よ
う
に
、
親
子
遊
び
を
提
供

し
た
り
、
仲
間
づ
く
り
支
援
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
母
子
関

連
、
育
児
関
連
情
報
の
提
供
を
強

化
し
、
親
の
育
児
支
援
の
視
点
を

シリーズ次世代育成支援行動計画

重
視
し
た
健
康
教
育
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

個
別
相
談
の
充
実

　

松
島
町
で
は
、
母
子
健
康
手
帳

を
交
付
す
る
時
、
母
子
保
健
ス

タ
ッ
フ
に
よ
る
個
別
面
談
を
全
て

の
方
々
に
行
っ
た
り
、
乳
幼
児
期

の
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
実
態
把
握
、

及
び
保
護
者
へ
の
情
報
提
供
な
ど

個
別
相
談
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま

す
。
あ
る
い
は
、
出
産
後
に
全
産

婦
の
十
〜
十
五
％
の
人
に
産
後
う

つ
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

産
後
う
つ
対
策
と
し
て
、
病
気
に

関
す
る
正
確
な
情
報
提
供
を
行
い
、

全
産
婦
に
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
実

施
。
点
数
の
高
か
っ
た
産
婦
に
は

訪
問
･
面
接
し
、
継
続
的
に
支
援

し
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
親
の
側
が
「
子
ど
も

の
健
康
づ
く
り
」
に
関
す
る
認
識

が
、
決
し
て
高
い
と
は
い
え
な
い

こ
と
が
、
各
種
の
指
標
（
虫
歯
の

保
有
率
の
増
加
、
朝
食
欠
食
率
の

増
加
、
就
寝
時
間
の
遅
れ
）
な
ど

か
ら
伺
え
、
意
識
改
革
を
目
標
と

し
た
施
策
も
実
施
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
、
と
い
っ
た
課
題
も
あ

が
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
現
在
は
、
一
人
あ
た
り
平

均
二
十
分
程
度
の
相
談
時
間
を
確

保
し
、
親
の
訴
え
や
心
配
事
の
解

消
を
中
心
と
し
た
相
談
対
応
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
問
診

票
･
相
談
票
に
改
良
を
加
え
、
よ

り
相
談
し
や
す
い
シ
ー
ト
を
作
成

し
ま
す
。
ま
た
、
母
子
保
健
ス

タ
ッ
フ
に
は
、
相
談
ス
キ
ル
の
向

上
を
図
る
た
め
の
研
修
な
ど
を
実

施
。
健
診
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
体

制
を
強
化
し
ま
す
。

医
療
体
制
の
整
備

　

医
療
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

医
療
機
関
と
の
連
携
の
も
と
、
体

勢
の
一
層
の
充
実
に
向
け
て
、
働

き
か
け
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
他
、
松
島
町
で
は
平
成
二

十
一
年
度
か
ら
マ
タ
ニ
テ
ィ
歯
科

健
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
妊
産

婦
や
赤
ち
ゃ
ん
連
れ
の
方
な
ど
が

気
軽
に
集
え
る
場
を
設
け
た
り
、

先
輩
マ
マ
と
の
育
児
交
流
推
進
を

図
り
ま
す
。
就
労
し
て
い
る
妊
婦

に
対
す
る
情
報
提
供
も
充
実
さ
せ

て
い
き
ま
す
。

　

母
子
保
健
計
画
で
は
、「
安
心
、

快
適
に
妊
娠
・
出
産
で
き
る
環
境

整
備
」「
安
心
し
て
楽
し
く
子
育
て

で
き
る
サ
ポ
ー
ト
体
制
づ
く
り
」

「
子
ど
も
が
健
康
に
育
つ
こ
と
が

松島町次世代育成支援行
動計画（後期計画）は
ホームページでもご覧い
ただけます。
http://www.town.
matsushima.miyagi.jp

●問合先
　子育て支援センター
　�３５４-６８８８

で
き
る
環
境
づ
く
り
」「
障
が
い
や

病
気
が
あ
っ
て
も
、
そ
の
子
ら
し

い
成
長
が
で
き
る
サ
ポ
ー
ト
」「
豊

か
な
心
と
身
体
を
育
む
こ
と
が
で

き
る
環
境
づ
く
り
」
を
目
標
に
、

子
育
て
支
援
事
業
と
連
携
し
な
が

ら
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
き
め
細
か
な
事

業
を
展
開
し
て
い
ま
す
が
、
乳
幼

児
健
診
受
診
者
を
対
象
に
行
っ
た

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、

「
母
子
保
健
ス
タ
ッ
フ
（
保
健
師
、

栄
養
士
）
か
ら
受
け
ら
れ
る
サ
ー

ビ
ス
が
は
っ
き
り
わ
か
ら
な
い
」

と
答
え
た
親
が
六
割
を
超
え
、
住

民
の
間
で
母
子
保
健
に
関
す
る
認

知
度
が
低
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。

育
も
う
！
す
こ
や
か
笑
顔
あ
ふ
れ
る
松
島
の
子

  
ひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひ
ととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととと
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
ひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひ
ととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととと
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親
子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子
ををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを

ひ
と
り
ひ
と
り
の
親
子
を

大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大
切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切
ににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに
支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支
えええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええ
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
ままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままま
ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち
づづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづ
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③

　
　

大
切
に
支
え
る
ま
ち
づ
く
り
③

母母母母母母母母母母母母母母
性性性性性性性性性性性性性性
並並並並並並並並並並並並並並
びびびびびびびびびびびびびび
にににににににににににににに
乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳
幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼
児児児児児児児児児児児児児児
のののののののののののののの
健健健健健健健健健健健健健健
康康康康康康康康康康康康康康
のののののののののののののの
確確確確確確確確確確確確確確
保保保保保保保保保保保保保保
及及及及及及及及及及及及及及
びびびびびびびびびびびびびび
増増増増増増増増増増増増増増
進進進進進進進進進進進進進進

母
性
並
び
に
乳
幼
児
の
健
康
の
確
保
及
び
増
進

図
り
、
若
い
人
た
ち
に
健
全
な
意

識
を
育
成
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。
ま
た
喫
煙
や
薬
物
な
ど
に

関
す
る
教
育
を
充
実
さ
せ
、
子
ど

も
た
ち
が
健
康
な
生
活
習
慣
を
確

立
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
思

春
期
特
有
の
こ
こ
ろ
の
問
題
に
係

る
相
談
体
制
の
充
実
を
図
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

食
育
の
推
進

　

全
国
的
に
、
朝
食
の
欠
食
増
加

や
食
習
慣
の
乱
れ
、
小
児
肥
満
、

思
春
期
や
せ
症
に
見
ら
れ
る
よ
う

な
こ
こ
ろ
と
身
体
の
健
康
問
題
が
、

子
ど
も
た
ち
に
生
じ
て
い
る
現
状

が
あ
り
ま
す
。

　

乳
幼
児
期
か
ら
の
望
ま
し
い
食

習
慣
の
定
着
、
食
を
通
じ
た
豊
か

な
生
活
形
成
、
心
身
の
健
全
育
成

を
図
る
た
め
に
、
食
生
活
の
重
要

性
を
折
に
触
れ
て
伝
え
、
食
に
関

す
る
学
習
の
機
会
や
情
報
の
提
供

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

▲健診の様子
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大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
際
、

建
物
倒
壊
や
電
気
・
水
道
・
ガ
ス

な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
不
通
を

は
じ
め
、
避
難
所
の
混
乱
、
安
否

確
認
、
負
傷
者
の
救
護
等
に
よ
り
、

不
安
定
な
生
活
状
況
が
一
定
の
間
、

続
く
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な

時
、
地
域
の
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と

り
が
「
自
分
た
ち
の
地
域
と
自
ら

の
命
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
活
動
し
て
い
る
「
自

主
防
災
組
織
」
が
あ
り
ま
す
。

　

今
月
か
ら
町
内
各
地
域
の
自
主

防
災
組
織
の
活
動
を
シ
リ
ー
ズ
と

し
て
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

明
神
崎
地
区 

自
主
防
災
会
の
活
動

　

明
神
崎
地
区
自
主
防
災
会
は
、

平
成
十
八
年
六
月
に
結
成
さ
れ
ま

し
た
。
組
織
は
一
班
と
二
班
が
あ

り
、 

二
十
一
世
帯
で
活
動
し
て

い
ま
す
。
自
主
防
災
組
織
の
活
動

を
通
し
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
作
り
も
積
極
的
に
行
っ
て

い
ま
す
。
七
月
二
十
四
日
に
は
、

品
井
沼
干
拓
歴
史
資
料
館
で
水
消

火
器
を
使
用
し
た
初
期
消
火
訓
練

や
毛
布
を
使
用
し
た
簡
易
担
架
の

作
成
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
等
を

松
島
消
防
署
員
か
ら
学
び
ま
し
た
。

　

代
表
の
吉
田
文
雄
さ
ん
は
、

「
災
害
に
備
え
、
み
な
さ
ん
が
一

つ
に
な
っ
て
こ
の
訓
練
に
臨
み
ま

し
ょ
う
。
こ
の
訓
練
で
学
ぶ
こ
と

は
、
災
害
だ
け
で
は
な
く
日
常
の

生
活
に
お
い
て
も
役
立
つ
こ
と
な

の
で
、
常
に
確
認
し
て
お
き
た
い

も
の
で
す
。」と
挨
拶
。
集
ま
っ
た

二
十
人
の
住
民
は
真
剣
な
表
情
で

訓
練
に
臨
ん
で
い
ま
し
た
。

　

自
分
の
地
域
で
自
主
防
災
訓
練

が
行
わ
れ
る
際
に
は
、
必
ず
参
加

し
、
命
を
守
る
た
め
の
災
害
時
の

行
動
等
に
つ
い
て
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
町
で
は
、
自
主
防
災
組
織
全

般
に
つ
い
て
の
ご
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

●
問
合
先　

総
務
課
環
境
防
災
班

　

�
３
５
４－

５
７
８
２

▲小学生もりっぱな地域の一員です

自
主
防
災
組
織
の
活
動
①

幡
谷
区
明
神
崎
地
区
自
主
防
災
会

シリーズ

－電話の相手は「本物」ですか－

　いつまでも無くならないオレオレ詐欺。振り込め詐欺の９割の人が「振り込め詐欺」という物を知っていた。７

割の人が全く疑わなかった、という調査結果があります。次々と手口が巧妙になり、防ぎきれない場合もありま

すが、何故オレオレ詐欺が減らないのでしょう。「家族を助けたい」という心情を巧みに利用した犯罪です。

「自分だけは大丈夫」ではなく「詐欺かも知れない」と疑うことを忘れないようにすることで、オレオレ詐欺は

ある程度防げると言われています。

巻き込まれないようにするポイント

ポイント①

　「私は大丈夫！」という思い込み・・・私は慎重な性格なので絶対詐欺には合うはずが無いという思い込みは

危機感を薄れさせ、いざという時に詐欺に気付けなくなってしまう。「自分にも起きるかもしれない」という警戒

心を忘れないことです。

ポイント②

　気を動転させて疑うスキを与えない・・・自分の家族のことで動揺しない人はいません。

　冷静な判断をする為に慌てず電話を切った後、すぐに事実を確認することです。

▲孫や息子を装った者から「自分の代わりの者が受け取りに行くから」と電話を受け、直接自宅や指定場所で現

金をだまし取られるという手口による被害がありました。

▲警察官や金融庁の職員を名乗る者が「お宅の口座が引き出されている。銀行の者が行くのでキャッシュカード

を渡して欲しい」と電話をして自宅へ訪れた者がキャッシュカードを騙し取るという被害がありました。

ポイント③

　インターネット等の有料サイト利用料金が未払いであるなど架空の事実を口実とした請求文書が送付されるな

ど架空請求詐欺も被害が減りません。「もしかしたら・・・」と思い当たる内容を突いてきますが、不確かなも

のには、直ぐに振り込まない。また、メールやハガキの送り先に連絡をしないことが大事です。

消費生活相談

　●相談日時　毎月火曜日・木曜日　午前９時～午後４時 30分

　　　　　　　( 第１火曜日は勤労青少年ホームで相談を受け付けます )

　●相談窓口　産業観光課商工観光班　消費生活相談員　� ３５４-５７０８

めめめめめめめめめめめ込込込込込込込込込込込りりりりりりりりりりり 詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐 欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺振振振振振振振振振振振
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七
月
三
十
一
日
に
松
島
町
留
守
家
庭
学
級

の
夏
の
お
楽
し
み
会
が
中
央
公
民
館
で
開
催

さ
れ
約
百
人
の
親
子
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

第
一
部
の
盆
踊
り
で
は
、
日
本
舞
踊
風
張

流
師
範
の
佐
藤
純
子
さ
ん
の
指
導
で
、
盆
踊

り
の
振
り
付
け
を
学
ん
だ
参
加
者
。
四
苦
八

苦
し
な
が
ら
も
徐
々
に
踊
れ
る
よ
う
に
な
り
、

最
後
は
親
子
で
松
島
音
頭
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
ま
し
た
。

　

第
二
部
で
は
、
松
島
人
形
劇
団
ピ
ノ
キ
オ

の
皆
さ
ん
が
「
お
お
き
な
か
ぶ
」
や
「
王
様

の
く
し
ゃ
み
」
な
ど
の
人
形
劇
を
披
露
。
子

ど
も
た
ち
は
身
を
乗
り
出
す
ほ
ど
夢
中
に

な
っ
て
、
親
子
で
楽
し
い
夏
の
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

留
守
家
庭
児
童
学
級

親
子
夏
祭
り

　

今
秋
放
送
予
定
の
Ｔ
Ｂ
Ｓ
ド
ラ
マ
「
税
務

調
査
官
窓
際
太
郎
の
事
件
簿　

」
の
ロ
ケ
で
、

２１

俳
優
の
小
林
稔
侍
さ
ん
と
お
笑
い
芸
人
な
な

め
。 
　

の
岡
安
章
介
さ
ん
が
、
八
月
四
日
に
松

４５
島
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

撮
影
は
、
双
観
山
周
辺
や
福
浦
橋
周
辺
で

行
わ
れ
、
松
島
湾
の
美
し
い
景
色
を
背
景
に
、

小
林
さ
ん
と
岡
安
さ
ん
が
息
の
合
っ
た
演
技

を
披
露
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
撮
影
に
は

町
民
も
エ
キ
ス
ト
ラ
と
し
て
出
演
し
、
漁
師

役
な
ど
に
扮
し
て
熱
演
し
て
い
ま
し
た
。

　

小
林
さ
ん
は
「
松
島
は
二
年
前
に
も
訪
れ

ま
し
た
が
、
素
晴
ら
し
い
財
産
を
持
っ
て
い

る
町
だ
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

で
ま
た
来
た
い
で
す
ね
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

▲かきの殻焼を食べるシーンをリハーサル
する小林さんと岡安さん

▲親子で盆踊りをして楽しいひとときを過ごしました

　

Ｊ
Ａ
仙
台
が
取
り
組
ん
で
い
る
食
農
教
育

の
一
環
と
し
て
、
松
島
保
育
所
の
園
児
た
ち

が
バ
ケ
ツ
に
植
え
た
お
米
の
生
育
状
況
を
八

月
十
日
に
観
察
し
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
は
、
小
さ
な
お
米
が
白
い
花
を

咲
か
せ
て
大
き
な
稲
に
成
長
し
た
姿
を
見
て

「
自
分
と
同
じ
位
の
大
き
さ
に
な
っ
ち
ゃ
っ

た
。
お
い
し
い
お
米
に
な
る
と
い
い
な
」
と

成
長
の
早
さ
に
び
っ
く
り
し
な
が
ら
、
秋
の

収
穫
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
は
九
月
に
も
バ
ケ
ツ
稲
の
生
育

状
況
を
観
察
し
て
、
根
も
と
か
ら
刈
り
取
っ

て
脱
こ
く
し
、
も
み
す
り
す
る
予
定
で
す
。

　

八
月
七
日
に
秋
田
県
象
潟
市
で
行
わ
れ
た

第
三
十
四
回
親
善
交
流
野
球
象
潟
大
会
で
、

磯
崎
少
年
野
球
が
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
八
チ
ー
ム
が
エ
ン
ト
リ
ー
。
決

勝
は
十
八
対
〇
で
圧
勝
し
ま
し
た
。

▲身長と同じ高さに育った稲を見てびっくりする子どもたち

▲大橋町長へ優勝の報告に訪れた
　磯崎少年野球の皆さん

小
林
稔
侍
さ
ん
ら
が

ロ
ケ
で
来
松

磯
崎
少
年
野
球
が
優
勝

バ
ケ
ツ
稲
の

生
育
状
況
を
観
察

　

松
島
町
情
報
公
開
審
査
会
委
員
に
、
白
戸

匡
行
氏
（
磯
崎
）、
石
川
三
千
孝
氏
（
根
廻
）、

古
河
三
枝
子
氏
（
高
城
）、
及
川
秋
広
氏
（
七

十
七
銀
行
松
島
支
店
長
）、
が
八
月
一
日
付

け
で
任
命
さ
れ
、
石
川
氏
が
会
長
に
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

審
査
会
は
情
報
公
開
条
例
の
適
正
な
運
用

を
図
る
た
め
、
開
示
決
定
等
の
調
整
な
ど
を

行
い
ま
す
。
任
期
は
平
成
二
十
四
年
の
七
月

三
十
一
日
ま
で
の
二
年
間
で
す
。

情
報
公
開
審
審
査
会
委
員
を
任
命
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町
と
Ｊ
Ａ
仙
台
が
進
め
る
松
島
発
！
環
境

保
全
米
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
、

「
稲
の
花
見
＆
生
育
状
況
・
環
境
確
認
ツ

ア
ー
」
が
八
月
十
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
町
内
の
宿
泊
施
設
や

飲
食
店
の
関
係
者
は
、
化
学
農
薬
な
ど
を
減

ら
す
こ
と
で
、
田
ん
ぼ
の
生
き
物
た
ち
の
種

類
や
数
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
か
な
ど
を

実
際
の
生
物
を
見
な
が
ら
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
そ
の
後
、
春
に
田
植
え
体
験
を
し
た
幡

谷
地
区
の
水
田
で
順
調
に
生
育
し
て
い
る
サ

サ
ニ
シ
キ
と
そ
の
花
を
見
学
。
生
産
農
家
と

の
意
見
交
換
会
で
は
米
粉
を
使
っ
た
パ
ン
な

ど
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
宿
泊

施
設
の
関
係
者
は
「
環
境
保
全
米
に
か
け
る

生
産
者
の
熱
意
を
感
じ
た
。
ぜ
ひ
、
環
境
保

全
米
を
利
用
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲白い花を咲かせる環境保全米を視察する町内の
　宿泊施設等の関係者

稲
の
花
見
と

環
境
確
認
ツ
ア
ー

　

米
寿
お
め
で
と
う

（
八
月
の
敬
老
祝
い
金
贈
呈
者
）

◆
三
浦
ト
キ
さ
ん
（
高
城
）

◆
佐
々
木
マ
サ
子
さ
ん
（
高
城
）

◆
笹
城
戸
壽
さ
ん
（
下
竹
谷
）

◆
a
橋
ち
か
の
さ
ん
（
下
竹
谷
）

◆
櫻
井
忠
さ
ん
（
幡
谷
）

　

七
月
二
十
三
日
に
開
催
さ
れ
た
第
二
十
五

回
宮
城
県
身
体
障
害
者
福
祉
大
会（
加
美
町
）

で
、
グ
ル
ー
プ
エ
リ
カ
の
山
田
ケ
イ
さ
ん

（
高
城
）
が
協
会
長
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

山
田
さ
ん
は
、
多
年
に
わ
た
り
福
祉
事
業

奉
仕
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

身
体
障
害
者
福
祉
表
彰

　

林
裕
志
さ
ん
（
磯
崎
）
が
、
七
月
九
日
に
、

東
北
地
区
体
育
指
導
委
員
協
議
会
体
育
指
導

委
員
功
労
者
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

林
さ
ん
は
、
松
島
町
体
育
指
導
委
員
と
し

て
、
長
年
に
わ
た
り
町
の
体
育
指
導
の
充
実

と
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
ま

し
た
。 体

育
指
導
委
員
功
労
者
表
彰

▲武田セイさん

▲山田ケイさん▲林裕志さん

　

マ
リ
ン
ピ
ア
松
島
水
族
館
で
は
、
イ
ワ
ト

ビ
ペ
ン
ギ
ン
や
イ
ロ
ワ
ケ
イ
ル
カ
の
赤
ち
ゃ

ん
が
相
次
い
で
誕
生
し
、
人
気
を
呼
ん
で
い

ま
す
。

　

ペ
ン
ギ
ン
ラ
ン
ド
で
か
わ
い
い
姿
を
見
せ

て
い
る
の
は
、
六
月
に
生
ま
れ
た
イ
ワ
ト
ビ

ペ
ン
ギ
ン
の
赤
ち
ゃ
ん
。
ま
だ
親
か
ら
餌
を

も
ら
い
な
が
ら
元
気
に
動
き
回
っ
て
い
ま
す
。

親
と
違
っ
て
黄
色
い
飾
り
羽
が
目
立
ち
ま
せ

ん
が
、
一
年
経
つ
と
親
と
見
分
け
が
つ
か
な

く
な
り
ま
す
。
一
方
、
九
年
ぶ
り
に
生
ま
れ

た
イ
ロ
ワ
ケ
イ
ル
カ
の
赤
ち
ゃ
ん
は
、
よ
く

お
母
さ
ん
に
寄
り
添
っ
て
い
ま
す
。
毎
日
お

母
さ
ん
イ
ル
カ
の
セ
ー
ラ
か
ら
ミ
ル
ク
を
も

ら
い
、
順
調
に
育
っ
て
い
ま
す
。

か
わ
い
い
赤
ち
ゃ
ん
が

大　

人　

気
▲かわいい姿で人気を集めているイロワケイルカと
　イワトビペンギンの赤ちゃん

　

白
寿
お
め
で
と
う

　

八
月
二
十
三
日
に
誕
生
日
を
迎
え
た
武
田

セ
イ
さ
ん
（
本
郷
）
を
、
大
橋
町
長
が
お
祝

い
に
訪
れ
、
花
束
と
敬
老
祝
い
金
を
贈
呈
し

ま
し
た
。

　

武
田
さ
ん
は
外
出
す
る
の
が
好
き
で
、
買

い
物
に
出
掛
け
た
り
畑
の
草
取
り
な
ど
を
す

る
の
が
日
課
で
す
。
ご
家
族
の
方
は
「
自
分

の
こ
と
は
自
分
で
や
り
、
周
り
に
迷
惑
を
か

け
ま
い
と
す
る
思
い
が
長
生
き
の
秘
訣
か

な
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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生
涯
学
習

学
ぼ
う

遊
ぼ
う

楽
し
も
う

生
涯
学
習

LLEETT''SS

松
島
博
物
館
探
訪

　

第
十
七
回
宮
城
県
身
体
障
害
者

仙
台
地
方
連
絡
協
議
会
体
育
大
会

が
八
月
三
日
に
佐
藤
記
念
体
育
館

（
亘
理
町
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

宮
城
郡
、
黒
川
郡
、
亘
理
郡
の

各
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
の
う
ち

八
町
村
の
代
表
が
輪
投
げ
競
走
や

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
な
ど
七
つ

の
種
目
で
競
技
し
ま
し
た
。

　

松
島
町
か
ら
は
、
会
員
、
賛
助

会
員
併
せ
て
二
十
八
人
が
参
加
し
、

奮
闘
の
結
果
、
六
位
の
成
績
と
な

り
ま
し
た
。

▲奮闘する松島町のチーム

第十六巻

　

文　

箱

　

当
館
に
は 
雅 
な
「 
文  
箱 
」

み
や
び 

ふ 

ば
こ

が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

「
文
箱
」
と
は
、
手
紙
や
文

書
な
ど
を
入
れ
て
お
く
細
長

い
箱
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

ま
た
手
紙
や
文
書
を
現
代
の

郵
便
の
よ
う
に
相
手
先
に
届

け
る
場
合
も
「
文
箱
」
が
使

わ
れ
ま
し
た
。
文
箱
は
平
安

時
代
に
使
わ
れ
始
め
、
広
く

実
用
的
に
な
っ
た
の
は
室
町

時
代
頃
か
ら
の
よ
う
で
す
。

　

江
戸
時
代
に
な
る
と
身
分

の
高
い
女
性
の
婚
礼
道
具
の

ひ
と
つ
と
し
て
、 

蒔  
絵 
や 
螺 

ま
き 

え 

ら

 
鈿 
を
あ
し
ら
っ
た
美
し
い
文

で
ん箱

が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

展
示
さ
れ
て
い
る
文
箱
は

全
体
に
黒
塗
り
で
落
ち
着
い

た
印
象
を
あ
た
え
て
い
ま
す
。

金
色
で
描
か
れ
た
流
れ
る
水

の 
優  
美 
な
曲
線
と
、
川
辺
に

ゆ
う 

び

咲
く 
杜
若 
を
前
面
に
あ
し

か
き
つ
ば
た

ら
っ
た
絵
柄
が
美
し
い
こ
と

か
ら
女
性
が
使
用
し
た
と
思

わ
れ
、
ま
た
描
か
れ
て
い
る

家
紋
が
伊
達
家
の
「
竹
に
雀

紋
」
と 
近  
衛  
家 
の
「 
牡  
丹  
紋 
」

こ
の 

え 

け 

ぼ 

た
ん 
も
ん

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
伊
達
家

に 
嫁 
い
で
来
ら
れ
た
近
衛
家

と
つ

の
姫
様
ゆ
か
り
の
品
か
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

優
雅
さ
が
偲
ば
れ
る
逸
品

で
す
。

　
　
　

　
　
　
　
　
　

�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�

マ
リ
ソ
ル
松
島
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

東
松
島
市
大
会
で
優
勝

　

七
月
十
七
日
、
東
松
島
市
民
体

育
館
で
開
催
さ
れ
た
第
十
一
回
東

松
島
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
で
マ

リ
ソ
ル
松
島
所
属
の
渡
部
真
帆
・

a
橋
美
雪
組
（
松
島
中
三
年
）
が
、

中
学
女
子
一
部
で
見
事
に
優
勝
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
他
の
マ
リ
ソ
ル
松
島
の

メ
ン
バ
ー
も
同
二
部
に
出
場
、
健

闘
し
た
も
の
の
、
惜
し
く
も
入
賞

を
逃
し
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
県
内
各
地
の
ク
ラ

ブ
チ
ー
ム
と
中
学
校
が
参
加
し
、

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�

宮
城
県
身
体
障
害
者
仙
台
地
方

　

連
絡
協
議
会
体
育
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

▲前列　渡部さん（左）と高橋さん

　

八
月
十
五
日
に
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
大
会
に
は
、

町
内
外
か
ら
述
べ
八
十
四
人
が
参

加
し
、
熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

男
子
個
人
戦
（
Ａ
ク
ラ
ス
）

優　

勝　

松
樹
栄
蔵
（
松
島
）

準
優
勝　

蜂
谷
文
男
（
松
島
）

第
三
位　

高
橋
仁
（
高
城
）

　
　
　
　

石
川
雄
一
（
初
原
）

男
子
個
人
戦
（
Ｂ
ク
ラ
ス
）

優　

勝　

赤
間
悠
貴
（
大
郷
中
）

準
優
勝　

三
浦
駿
（
し
ら
台
中
）

第
三
位　

石
川
寛
人
（
松
島
中
）

　
　
　
　

高
橋
匡
則
（
磯
崎
）

女
子
個
人
戦

優　

勝　

後
藤
菜
緒
（
松
島
高
）

準
優
勝　

橋
本
香
織
（
松
島
高
）

第
三
位　

山
下
忠
子
（
磯
崎
）

　
　
　
　

三
浦
恵
香
（
松
島
中
）

ダ
ブ
ル
ス
（
男
・
女
フ
リ
ー
）

優　

勝　

上
総
賢
人
・
佐
々
木
健

太
（
多
賀
城
高
）

準
優
勝　

今
野
行
雄
（
松
島
産

業
）・
伊
藤
幸
彦
（
松
島
高
）

第
三
位　

松
樹
栄
蔵
・
板
橋
義
幸

（
松
島
）、
石
川
雄
一
（
初
原
）・

a
橋
健
治
（
松
島
）

�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�

松
島
観
光
協
会
長
争
奪

第
三
十
七
回
松
島
灯
籠
流
し

卓
球
大
会
結
果

（
学
芸
員　

丹　

美
保
）
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本の宝物�

　誰にも求められず、愛されず、
無意味に思える人生をおくる女。
未来を悲観し逃避するかのよう
に死に焦れる女は1年後に自殺
しようと思いたつ。その女の 1
年後を追う男性記者。余命を自
ら設定した人間が、残された時
間をいかに使うか？
　男女それぞれの視点で物語は
交錯し、予想もしない結末が
待っている。

《 今月の新刊 》

「もし高校野球の女子マネー
ジャーがドラッガーの『マネジ
メント』を読んだら」
 岩崎　夏海　著
「私の家では何も起こらない」
 恩田　　陸　著
「モラトリアムな季節」　 
 熊谷　達也　著
「オンエア（上下）」 

柳　　美里　著

●おすすめの本●

「チェーン ･ポイズン」
本多　孝好　著

松島町温水プール松島町温水プール ＮＥＷＳＮＥＷＳ

９月のトレーニングジム登録講習会のお知らせ
１１日（土）午後７時～　　　    　   １８日（土）午後７時～

２０日（月・祝）午後１時３０分～　　２８日（火）午後７時３０分～

　受付は電話でも仮受付しますが、申請受付は温水プールで直接行います。申

請の際は、３カ月以内に写した本人の写真（縦 3cm×横 2.5cm）２枚をご持参

ください。　

　なお、各時間帯の受講者数はおおむね１０人（先着順）です。講習会時は上靴

と運動のできる服装をご持参ください。

●問合先　スポーツ振興センター　� 354-4485

９月の休館日　６日（月）、１３日（月）、２１日（火）、２７日（月）

《 児童書の新刊 》

「エゾオオカミ物語」　    
 あべ　弘士　著
「落語絵本⑮かえんだいこ」
 川端　　誠　絵

《 図 書 室 》
＊本の返却期限は守りましょう！＊

●平　　　日　10:00 ～ 18:00

●土日・祝日　10:00 ～ 16:00

●休館日　月曜日、月曜日が祝

日の場合は翌日

●問合先　勤労青少年ホーム　

　�３５４-４０３６

�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�

ね
ま
わ
り
の

　

ひ
ま
わ
り　

　

小
さ
な
地
区
の
素
朴
な
イ
ベ
ン

ト
「
ね
ま
わ
り
の
ひ
ま
わ
り
」
を

今
年
も
開
催
し
ま
す
。

　

か
わ
い
い
ひ
ま
わ
り
約
二
十
二

万
本
の
中
の
散
策
が
楽
し
め
ま
す
。

●
日
時　

十
月
二
日（
土
）〜
三
日

（
日
）　

午
前
九
時
〜
午
後
三
時

●
場
所　

根
廻
地
区
内

●
イ
ベ
ン
ト　

あ
ぜ
道
コ
ン
サ
ー

ト
（
マ
ン
ド
リ
ン
演
奏
・
ハ
ワ

イ
ア
ン
フ
ラ
）、
ひ
ま
わ
り
摘

み
取
り
体
験
、
地
場
産
品
等
販

売
●
問
合
先　

ね
ま

わ
り
の
ひ
ま
わ

り
実
行
委
員
会

事
務
局

�
０
９
０－

３

１
２
３－

６
２

１
０
（
小
島
）

�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�

町
民
文
化
祭
の

　

開
催
に
つ
い
て

　

毎
年
多
く
の
町
民
の
方
が
楽
し

み
に
し
て
い
る
「
町
民
文
化
祭
」

を
、
今
年
は
十
月
三
十
日 （
土
）・

三
十
一
日（
日
）の
二
日
間
開
催
し

ま
す
。

　

町
の
文
化
活
動
の
発
表
の
場
と

し
て
た
く
さ
ん
の
方
に
参
加
い
た

だ
き
、
会
場
を
盛
り
上
げ
て
い
た

だ
き
た
い
の
で
、
展
示
の
部
・
舞

台
の
部
共
に
参
加
者
を
募
集
し
ま

す
。
個
人
・
団
体
は
問
い
ま
せ
ん
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
中
央
公
民

館
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先  
中
央
公
民
館

　

�
３
５
３－

３
０
３
０

詳　　　細期　　　日対　象種　目

定員：初級・中級の部　それ
ぞれ２０人
内容：初級の部→２５m完泳を
目指します。
中級の部→４泳法で２５m完泳
を目指します。
指導者：菅原雅代、宍戸啓太
参加料：１人　4,000 円（１１
回分）

９月２４日、１０月１日、８日、１５日、２２日、
２９日、１１月５日、１２日、１９日、２６日、１２
月３日
すべて金曜日開催
初級の部：午後４時４５分～午後５時４５分
中級の部：午後５時４５分～午後６時４５分
9月 11 日（土）午前１０時から温水プール
[美遊 ] にて参加料とともに受付します。

小学生
小学生
水泳教室part ２

定員：１回あたり１５人。参加
者多数の際は制限をさせてい
ただく場合があります。
指導者：内丸由美子
参加料：300 円

９月８日（水）～１２月１日（水）
毎週水曜日開催　
午前１０時３０分～午前１１時３０分※１３回開
催予定
当日、開始時間前までに参加受付をしてく
ださい。

一般
スタジオ
エクササイズ

定員：１回あたり１５人程度。
参加者多数の際は制限をさせ
ていただく場合があります。
指導者：菅原雅代
参加料：500 円

９月１１日（土）～１２月１１日（土）
毎週日曜日開催
午後２時３０分～午後３時１５分※１４回開催
予定
当日、開始時間前までに参加受付をしてく
ださい。

一般
成人

プールでトレー
ニング ｢アクア
シェイプ ｣
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まつしまの相談窓口

募　 　 集

　主に朝の通学時間帯に通学路での

街頭指導をはじめ、小学校等のイベ

ント時の交通指導などを行います。

　松島町内に在住し、普通自動車免

許を所持し、２０歳以上６５歳未満の

方で男女は問いません。

●問合先　総務課環境防災班

　�３５４-５７８２

交通安全指導員募集

問　合　先内　容　等対　象場所・主催日　時相談事業

企画調整課まちづくり支援班
�３５４-５８０９

多重債務問題、離婚問題、
相続問題など。相談は
無料で秘密厳守します

町　民
１人原則３０分

中央公民館
９月１４日（火）
午前１０時～午後５時

弁護士による無料
法律相談（予約制）
弁護士　小川真儀

町民福祉課福祉班
�３５４-５７０６人権擁護について

町　民勤労青少年ホーム
９月７日 （火）
１０月５日 （火）
午前１０時～午後３時

人権なんでも相談

企画調整課まちづくり支援班
�３５４-５８０９行政相談について行政相談

産業観光課商工観光班
�３５４-５７０８消費生活相談について消費生活相談

宮城県司法書士会
�２６３-６７５５

相続・売買・贈与等の不動産登記、会社・法人登
記の相談、訴状、支払督促に関する相談

中央公民館
１０月１日 （金）
午前９時～午後１７時

「法の日」司法書士
無料相談

塩釜市けやき教室
�３６４-５１４１

小中学生を対象にした
不登校に関する電話相
談

塩釜市・多賀城市・松
島町・利府町・七ヶ浜
町の小中学生及び保
護者

塩釜市けやき教室
平日
午前９時～午後３時

不登校電話相談

健康づくり（保健師・栄養士）
�３５５-０７０３健康に関する相談

町　民

保健福祉センター
どんぐり

平日　
午前８時３０分～午後５時

健康電話相談

子育て支援センター
�３５４-６８８８

育児・子どもの発育・発
達の不安に関する相談

発育発達電話相談

地域包括支援センター
�３５４-６５２５

高齢者の介護・生活等に
関する相談

高齢者に関する電話相談

健康づくり（保健師）
�３５５-０７０３

こころに関しての電話
相談

保健福祉センター
どんぐり

９月９日（木）
午後１時３０分～午後４時

こころの相談（予約制）

障害者支援班
�３６５-３１５３
疾病対策班
�３６３-５５０４

アルコールや薬物依存
についての電話相談

塩釜保健所

９月１０日 （金）
午後２時３０分～午後５時

アルコール・薬物相談
（予約制）

ひきこもりや思春期に
ついての電話相談

９月２２日 （水）
午後２時３０分～午後５時

ひきこもり・思春期ここ
ろの相談（予約制）

性感染症についての相談
電話にて匿名で受け付
け、無料で実施します

平日　午前８時３０分～
　　　午後５時１５分

性感染症相談

●募集住宅　１戸

所在地：高城町営住宅１２２号（２階）

規格：３ＤＫ（耐火中層構造３階建）

家賃：15,500 円～ 23,100 円

●入居申込資格

（1）現に住宅に困窮していること

（2）同居又は同居しようとする親

族があること　（3）月の収入が基

準以内であること（一般申込者：

１５万８千円以下　高齢者（６０歳以

上）世帯、障がい者又は小学校就学

前の子がいる世帯：２１万４千円以

下）

（4）入居者及びその同居者が暴力

団員ではないこと　（5）町民税、

上下水道料金を滞納していない方 

（6）松島町に在住している方、及

び松島町に在住したことのある方

●申込方法　建設課施設管理班に来

庁し申込書を受け取りご記入の上、

必要書類と併せて申込願います。

●募集期間　９月１日（水）～９月

１０日（金）

●備考　申込が複数の場合は抽選と

させていただきます。

●申込み・問合先　建設課施設管理

班　�３５４-５７１５

町営住宅入居者募集ご存知ですか？

建設業退職金共済制度

●加入できる事業主　建設業を営む

　人

●対象となる労働者　建設業の現場

で働く人（一人親方も任意組合を

通じて加入できます）

●掛金　１日　３１０円（掛金は全額

事業主負担）

●制度の特徴　①国の制度なので安

全確実で手続き簡単　②掛金は損

金扱い　③国が掛金の一部を補助

④退職金は企業間を通算して計算

⑤運営費は国が補助

平成22年度　第53回

●日時　９月１２日 （日）

　　　　午前１０時～

●場所　中央公民館

●対象　昭和８年１２月３１日以前

　　　に誕生の方

●問合先　町民福祉課健康長寿班

　　　　　�355-0666

松島町敬老会の開催について 

●問合先　建退共宮城県支部　

　�２６３-２９７３

URL http://www.kentaikyoi.taisyok

ukin.go.jp
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●日時　毎月第２・第４木曜日

　（土日祝祭日は除く）９月９日（木）、

　２１日 （火）　午前１０時～正午

●場所　塩釜保健所　

●問合先　塩釜保健所　�３６３-５５０５

お 知 ら せ

　町税等は、便利で忘れない、しか

も安心な口座振替を利用しましょう。

●納期　９月３０日 （木）

●固定資産税　３期

●国民健康保険税　６期

●後期高齢者医療保険料　３期

●問合先　課税については税務班

�３５４-５７０３

納付については特別滞納整理室

�３５４-５９１３

後期高齢者医療保険料については

町民サービス班　�３５４-５７０５

� 361-1138塩釜市海岸通り15-100
イオンタウンショッピングセンター内ノーブルデンタルオフィス9 月 5日（日）

� 361-3368塩釜市庚塚 30-82きくちデンタルクリニック9月12日（日）

� 389-2008多賀城市城南１-１9-22城南歯科クリニック9月19日（日）

� 309-１855多賀城市高崎 3-１１-22森の風歯科クリニック9月20日（祝）

� 362-457１塩釜市南町 5-１0　郷家第三歯科医院9月23日（祝）

� 389-１777多賀城市中央１-１6-１7　ささき歯科クリニック9月26日（日）

� 355-6860松島町高城字町１47-6　ファミリア歯科 10 月 3 日（日）

　　歯歯科休日診療科休日診療 （受付：午前９時～午後３時）

犬・猫引き取り日

９月の納期限

全国一斉「高齢者・障害者の

人権あんしん相談」強化週間

　９月６日から１２日まで、全国一斉

「高齢者・障害者の人権あんしん相

談」強化週間と定めて電話相談所を

開設します。

高齢者・障害のある人をめぐる様々

な人権問題について、人権擁護委員

及び法務局職員が相談に応じます。

悩まず電話をしてください。相談は

無料で予約不要です。

●日時　９月６日（月）～９月１０日

（金）　午前８時３０分～午後７時

　９月１１日（土）～９月１２日（日）　

午前１０時～午後５時

●相談電話　仙台法務局人権擁護部

�２９２-３６６０

●問合先　仙台法務局人権擁護部　

�２９２-３６１４

塩釜地区休日急患診療センター
日曜・休日・土曜準夜の急患診療のため塩釜地区２市３町で運営しています。

診療科目受付時間診　療　日

内科・小児科
　8：45 ～ 11：30

13：30 ～ 16：30

日曜・休日（国民の祝日）

年末・年始（１２月３１日～１月３日）

小児科（15歳まで）18：30 ～ 21：30土曜日（休日に当たる日を除く）

●問合先　塩釜市錦町 7-10　� 366-0630

　水稲収穫前の籾の食害防止のため、

カルガモ等の有害鳥獣の実弾による

駆除を９月８日、９日の２日間、町

全域で早朝から日没まで実施します。

実施にあたっては、安全対策に万全

を期して行います。

●問合先　産業観光課農林水産班

　�３５４-５７０７

有害鳥獣の駆除を実施します

国民健康保険被保険者証兼

高齢受給者証の交付について

　国民健康保険加入者で今月７０歳

になる方（９月２日～１０月１日生ま

れ）へ、高齢受給負担割合が記載さ

れた国民健康保険者証を郵送します。

　なお、現在お持ちの被保険者証に

ついては、役場町民福祉課国保窓口

に返還してください。

●発送日　９月 21日 （火）

●問合先　町民福祉課

　町民サービス班　�３５４-５７０５

　高齢者や障がい者の方が災害や救

急時に対し、普段から備えておくべ

き事を学びます。

●日時　９月１７日（金）

　午後１時３０分～午後３時ごろ

●場所　中央公民館大集会室

●内容　消防署からのお知らせ、消

防緊急情報システム利用登録につ

いて、ミニ映画上映「思わぬ火も

と」

●主催　松島町身体障害者福祉協会

●申込み・問合先　町民福祉課福祉

　班　�３５４-５７０６

「いざと言うときに備えて」講習会

　個々の労働者と事業主との間のト

ラブルの解決について労働局がお手

伝いします。照会、相談は下記まで。

●問合先　宮城労働局総合労働相談

コーナー　�２９９-８８３４

個別労働紛争解決制度

2010 松島のマルシェ　まつの市
　松島の土、松島の水、そして松

島の人が心を込めて育てた地場産

品の数々を皆様にお届けします。

●日時　９月１９日（日）

　午前９時～正午

●場所　中央公民館

●問合先　産業観光課農林水産班

　�３５４-５７０７
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９月２日～９月１４日まで、松島町保健福祉センターどんぐりにおいて、総合健診を実施しています。

　平成２２年度の特定健診結果からメタボリックシンドロームのリスクなどを総合して、生活習慣の改善による予防効

果が期待できる人で松島町国民健康保険に加入している方に「特定保健指導（ヘルスアップ教室）」にご招待する「重

要なお知らせ」を１０月中旬にさしあげます。

　特定保健指導の対象者は、腹囲・肥満度、血圧、血液検査の結果から一定の基準により医師が判断します。生活習

慣病はとくに自覚症状もなく進行します。招待状の届いた方、「健診を受けたから終わり」ではなく、特定保健指導

を積極的に活用して、健康な生活を送りましょう。“やる気いっぱい”の保健師・管理栄養士が応援します。

●問合先　町民福祉課健康長寿班　健康づくり担当　�３５５-０７０３

　介護保険制度では、住宅環境を整備するサービスとして、住宅改修費の支給を実施していますが、平成２２年９月

から支給方法が選択できるようになります。

　手すりの取り付けや段差解消などの住宅改修をした際、２０万円（保険給付は１８万円）を上限に費用を支給します。

なお、対象者は認定者に限ります。また、事前相談が必要です。

●介護保険でできる住宅改修の例

・手すりの取り付け（廊下や階段、浴室、トイレ等に設置します）

・段差解消（居室や廊下、浴室、トイレ等の段差を解消します）

・滑り止め防止などのための床または通路面の材料変更　　・引き戸等への扉の取り替え

・洋式便器等への取り替え

●住宅改修利用の手順

１　家族や専門家などに相談　本人だけでなく、家族ぐるみで話し合い、心身の状況などを考慮しながら、ケアマ

　　ネジャーや理学療法士などの専門家に相談します。

２　町への事前相談　ケアマネジャー等が事前相談を行います。

　　○住宅改修が必要な理由書　○工事費見積書及び内訳書

　　○改修部分の写真と図面（日付入り、改修の完成予定の状態がわかるもの）

　　○住宅所有者の承諾書（必要時）等の提出が必要です。

３　工事の実施

４　住宅改修費の支給申請

●問合先　町民福祉課健康長寿班　介護保険担当　�３５５－０６７７

介護保険住宅改修費支給方法が選択できます

変　　更　　後変　　更　　前

・いったん全額自己負担し、申請後９割支給
・始めから１割での支払い（申請後施工業者に９割支給）
　上記からの選択制になります。

・いったん全額自己負担し、申請後９割支給

住宅改修費の支給申請

　特定保健指導がはじまります 44444444440000000000 歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳以以以以以以以以以以上上上上上上上上上上40歳以上

77777777775555555555 歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳未未未未未未未未未未満満満満満満満満満満のののののののののの方方方方方方方方方方へへへへへへへへへへ75歳未満の方へ
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子ども手当の申請手続きは
お済みですか

　国民年金から支給される老齢基礎年金や、障害基礎年金、遺族基礎年金には、国庫負担（国の税金）が含まれてい

ます。国庫負担の割合はこれまで「３分の１」でしたが、平成２１年 4月以後の加入期間は「２分の１」に引き上げ

られることになりした。

　これにより免除期間がある場合の老齢基礎年金については年金額計算の仕方が変更されることになりました。免除

を受けた期間は国庫負担分について全額が支給される仕組みなので、国庫負担の割合が引き上げになることで、より

有利になります。

　一部免除（４分の１、半額、４分の３免除）は保険料の一部を納付することにより、残りの保険料の納付が免除と

なる制度です。一部保険料を納付しなかった場合は、その期間は未納と同じ扱いとなるため、国庫負担分も受け取る

ことができません。

　国民年金の保険料はきちんと納付して、基礎年金に含まれる国庫負担をしっかり受け取れるようにしましょう。

●問合先　ねんきんダイヤル　�０５７０-０５-１１６５

国民年金の国庫負担金が改正されました

平成２１年４月以後の期間平成２１年３月以前の期間

８分の７６分の５４分の１免除　（４分の３納付）

８分の６６分の４半額免除　（半額納付）

８分の５６分の３４分の３免除　（４分の１納付）

８分の４６分の２全額免除

全額納付を「１」としたとき、免除された期間が年金額に反映する場合

　乳幼児、母子父子家庭、心身障害者医療費助成受給者証の有

効期限は、９月３０日までとなっています。

更新受付期間は下記のとおりです。

●日時　平成２２年９月２７日（月）～１０月１日（金）　午前９時～

午後５時（ただし、土日は除きます。２７日（月）に限り、窓口

を午後７時まで延長します。）

●場所　役場町民福祉課

　対象の方には、９月中旬に更新申請書を送付します。

●問合先　町民福祉課福祉班　�３５４-５７０６

医療費助成更新の手続きについて

　まだ手続きをしていない方は、申請期限が９

月３０日（木）までですので早めに手続きをお済

ませください。　

　それ以降は、申請した翌月分からしか手当は

受けられませんので、ご注意ください。

　※出生や転入等により申請される方は、１５日

以内に手続きしてください。

●問合先　町民福祉課福祉班　�３５４-５７０６

　乳幼児、母子父子家庭、心身障害者の方へ医療費の助成制度があります。対象は下記のとおりです。

●乳幼児医療費助成

通院：０歳から未就学児（６歳到達の年度末）まで　

入院：０歳から７歳誕生月まで

●母子・父子家庭医療費助成

　児童が１８歳年度末を迎えるまでの母子または父子

●心身障害者医療費助成

身体障害者手帳１、２級及び内部障害（心臓・腎臓など）の３級所持者、

療育手帳A所持者

※平成２２年１月１日現在で他市町村に住所を有していた方は、平成２２年度（平成２１年分）所得証明書が必要と

なります。

※いずれも所得制限により助成が受けられない場合があります。

●問合先　町民福祉課福祉班　�３５４-５７０６

医 療 費 助 成 制 度 に つ い て
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　下記地区の水道メーター交換を９月２７日から１０月１２日までの期間に実施します。なお、交換作業については松

島町水道事業指定給水装置事業者が行いますので、ご協力をお願いします。

メーター交換対象地区 ( 五十音順 )

●問合先　水道事業所上水道班　�３５４-５７１１

水道メーター交換のお知らせ

小　　　　　　　　字大　字

二ノ矢・華園磯　崎

歌ノ入・台山北小泉

反町一・反町三・反町四・動伝一・動伝二高　城

猪里沢・鰯沼・梅木留・小川添・片平・萱野・新弥勒堂・丈倉部・沼前・町裏・弥勒堂竹　谷

板ヶ沢・一ノ渡・後沢・音無・上山王・萱刈・桐田・山王前・自田沢・清水・檀ノ下・鶴ヶ沢・堂ノ前・泥・長佐野・

長山・猫迫・人筈・蒜沢・前沢上・丸田・矢倉場
根　廻

泉ヶ原・岩下・岩下向・後沢・瓜原・蝦穴・大菅・大山崎・大山崎下・片蓋・観音・くぬぎ台・検行・小性ヶ入・

小深田・三反田・鹿渡・地蔵・新田・千刈田・出石・鳥矢ヶ沢・富田・長方・中谷地・行下・西富田・原ヶ沢・細山崎・

前沖・曲田・丸竹前・明神・矢筈森・八幡・吉崎

幡　谷

岩清水・金井神・黒ヶ沢・志戸内・樋田・日当・樋ノ沢・松本・的場・宮下・向田・馬場・焼林初　原

●国勢調査は、日本に住んでいるすべ

ての人及び世帯が対象です。

●平成 22年国勢調査は、我が国が本

格的な人口減少社会となって実施す

る最初の国勢調査で、日本の未来を

考えるために欠くことのできない最

新の人口・世帯の実態を明らかにす

る重要な調査です。

●調査結果は、さまざまな法令で使わ

れるほか、社会福祉、雇用対策、生

活環境の整備など、私たちの暮らし

のために役立てられます。

●９月下旬から、調査員が世帯を訪問

して調査票を配布します。

●記入いただいた調査票は、封筒に入

れて封をした上で調査員に渡してい

ただくか、町に郵送で提出していた

だきます。

国勢調査は、日本の

未来、地域のまちづ

くりのための基礎資

料になります！

平成２２年１０月１日
国勢調査を実施します 《応募資格》

・年齢は不問です

●申込方法　市販の履歴書を総務課総務管理班に提出してください

●申込期間　９月３日（金）～９月１３日（月）

●受付時間　午前８時３０分～午後５時（土・日除く）

●面接予定日　面接についての詳細は、履歴書提出後に連絡します

●採用方法　書類審査および面接により採用を決定します

●問合先　総務課総務管理班　�３５４-５７０１

内　　　　　　　　　　　　容職種番号

募集人員　１人
仕事内容　小学校での学校業務
勤　務　地　松島第五小学校
勤務時間　８：１５～１７：００
　　　　　１日７時間 ４５ 分（学校長の指定する時間）・週５日
休　　日　土曜・日曜・祝日・年末年始
任用期間　１０月１２日～３月３１日
加入保険　健康・厚生・雇用・労災
賃　　金　時給７００円
そ　の　他　普通自動車運転免許のコピー

臨
時
業
務
補
助
員

①

募集人員　１人
仕事内容　介護予防事業（シルバー昼食会・健康体操・水泳

教室など）に参加している高齢者の送迎業務（自
宅から会場まで）

勤　務　地　保健福祉センター
勤務時間　９：００～１５：００
　　　　　（１日３時間～４時間）
休　　日　土曜・日曜・祝日・年末年始
任用期間　１０月１日～３月３１日
加入保険　労災
賃　　金　時給７００円
そ　の　他　普通自動車運転免許のコピー
　　　　　勤務形態は事業の実施に併せて調整します。

非
常
勤
嘱
託
員

②

臨時職員を募集します

●問合先　企画調整課　�３５４-5702
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　松島町では、観光資源を活かした景観の魅力向上を図るため、下記のとおり福浦橋の塗装工事を行います。

　近隣の皆様や通行する皆様には、工事期間中、通行規制等（片側通行）により大変ご迷惑をおかけいたしますが、

ご理解とご協力をよろしくお願いします。

●工事内容　次のとおりです。

　　　　　　１．福浦橋の塗り替え（塗装）工事　　２．仮設（吊り足場設置）工事

●工事期間　１０月１日（金）～１２月２０日（月）まで　午前８時３０分～午後５時

●問　合　先　産業観光課商工観光班　�３５４-５７０８

福浦橋の塗装工事を行います

　２０１０年APEC（アジア太平洋経済協力）の閣僚会議が１１月１０日、１１日、首脳会議が１１月１３日、１４日、それぞれ

横浜市で開催され、外国の首脳や閣僚が多数来日する予定です。

　全国の警察では、警備の万全を期すため、警戒警備を強化するとともに、全国各地で検問を予定しています。

さらに、開催期間中、首都圏では交通渋滞が予想されるため、都市部への交通量の抑制にご協力をお願いします。

●問合先　塩釜警察署　�３６２-４１４１（代表）

APEC（アジア太平洋経済協力）開催に伴う警戒警備にご協力とご理解を

今後の主なＡＰＥＣの日程

仙台市高級実務者会合等９月１５日～２６日

横浜市閣僚会議１１月１０日、１１日

横浜市首脳会議１１月１３日、１４日

注：上記以外に、奈良市、岐阜市、新潟市、名護市、京都市など
で大臣級の会合が開催されます。

救急車の適正な利用のお願い
　救急出場件数が年々増加しています。

　真に緊急を要する方のために、救急車の適正な利

用をお願いします。

○　症状は軽微だが「交通手段がない」といった場
　　　　　　　　※注
　　合は、民間の患者等搬送事業者を活用してくだ

さい。

○　定期的な通院等において、タクシーがわりに救

急車を常用することは控えてください。

○　緊急に医療機関等に搬送しなければならない場

合は、迷わずすぐに１１９番通報してください。

※　患者等搬送事業者とは

　　緊急性のない患者等に対し、医療機関等への搬

送を行う事業者。消防本部の認定を受けていま

す。

９月９日は救急の日です

●問合先　松島消防署　�３５４-４２２６

塩竃斎場のご利用にあたって
　塩竃斎場は住宅地に隣接した公共施設です。より良い

環境を保つため、次のことにご協力ください。

ご遺体の火葬にあたって

　次のような副葬品を棺の中へ納められますと、火葬時

間が長引いたり、遺骨に付着したり損傷することがあり

ます。また、　有害物質の発生や設備故障の原因ともな

りますので、できるだけ棺に納められないようご協力く

ださい。

○プラスチック・ビニール製品　（例　ハンドブック、おも

ちゃ、ゴルフボール、人形など）

○化学繊維製品　（例　洋服、寝具、ゴルフクラブ、テニス

ラケット、釣竿など）

○ガラス製品・金属製品　（例　ビン類、めがね、銅貨、貴

金属、携帯電話など）

○燃えにくいもの　（例　厚い書籍、ふとん、衣類、果物、革

製品など）

○危険物　（例　スプレー、缶飲料、ガスライター、電池な

ど）

○ドライアイスは、燃焼を妨げますので最小限に願います。

○ペースメーカーをご使用の場合は予めお申し出ください。

●問合先　塩釜地区環境組合　事務局　�３６３-２７７７　

　　　　　塩竃斎場　�３６４-８９１６

宮城県警シンボルマスコット
「みやぎくん」
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　さわやかなスポーツの秋、テニス

を通じ、相互の親睦を一層深め、健

康で明るい社会人に

●期日　 １０ 月 １７ 日（日）　受付　午前

８時 ２０ 分～午前８時 ５０ 分　開会式

午前 ９ 時　競技開始　午前 ９ 時 ３０

 分　雨天の場合 １０ 月 ２４ 日（日）に延

期、更に雨天の場合は中止

●場所　松島総合運動公園場テニス

コート（４面）

●種目　男子ダブルス、女子ダブル

ス、ミックスダブルス

●参加資格　中学１年以上のテニス

競技に耐えられる身体の持ち主で、

１人１種目

●競技方法　トーナメント方式によ

る６ゲーム先取、但し１回戦は４

ゲーム先取

●参加料　１組１,０００円　中学・高校

　１組５００円

●申込締切　１０月８日（金）必着

●申込み・問合先　申込書に記入の

上、〒９８１-０２１２　松島町磯崎字蟹

松４９-2宛平塚正好まで郵送、また

は FAX ３５４-３３８６　お急ぎの場合

は�３５４-３３８６でも結構です。

●日時　１０月３日（日）午前１０時～

　※雨天の場合公民館内で行います

●場所　中央公民館

●内容　健康チェックコーナー（血

圧・体脂肪・健康習慣チェック等）、

骨密度検診、ピノキオさんの人形

劇、踊り、歌の演芸コーナー、イ

カぽっぽ、玉コン、お餅等販売模

擬店コーナーなどの楽しい企画が

いっぱい。

・オープニング　品井沼太鼓、レッ

ツカホロのフラダンス

・白石暎樹とサウンドペースのジャ

ズ演奏

・空くじなし大抽選会

　午前１０時４５分～

●参加協力券　３００円

●問合先　松島医療生協　

　�３５３-３３０９

松島医療生協　健康まつり

平成２２年度　第１２回

松島硬式テニスダブルス大会

●日時　９月１８日（土）午前１１時～

●場所　ホテルキャッスル多賀城

●参加費　４,０００円

●申込み・問合先　村上

　�０９０-３１２６-０３０７　FAX ３６７-３５８７

宮城学院同窓会塩釜支部会

　長く人生を歩んでこられた方々へ、

お祝いの写真をスタジオにて撮影、

無償で進呈いたします。

●期間　9 月 ２１ 日（火）～ 9 月 ３０ 日（木）

●対象　仙塩地区（塩釜・多賀城・利

府・七ヶ浜・松島）にお住まいで７０

歳以上の方 （々お一人様１店舗１

回限り、お写真Ｌ版１枚進呈）

●申込み・問合先　小川写真館

　�３５４-２４１７

敬老キャンペーン

●日時　１０月２０日（水）～２１日（木）

　午前９時～午後４時

●場所　塩釜商工会議所　会議室

　　　　（塩釜市港町 1-6-２０）

●受付期間　１０月４日（月）～１０月

８日（金）

●受講定員　８０人（定員になり次第

締め切り）

●申込場所　塩釜地区管内の最寄り

の消防署

●テキスト　受付時、塩釜地区防災

安全協会が３,５００円で販売します

●問合先　塩釜地区消防事務組合消

防本部予防課指導係

　�３６１-１６１６

甲種防火管理新規講習

●日時　９月 １０ 日（金）　午前 １０ 時～正午

●場所　塩釜会場（別途ご案内）

●内容　「評価の仕方」

　～アセスメントについて～

●会費　

　会員１,５００円　非会員２,０００円

●問合先　Y`s communications 

　本郷佳江　�０８０-３１９０-９８０２

　FAX ３６７-８２１２

　メール　yoshiehongo@yahoo.co.jp

発達障がい児を抱える

保護者・支援者向け学習会

●日　　時　１０月６日（水）午前７時３０分集合（時間厳守）　午前８時スタート
●会　　場　松島チサンカントリークラブ　松島コース
●参加資格　町内在住者及び町内勤務者に限る
●参加人員　１００人（先着１００人締切）　＊友人同士の組み合わせも可能です
●競技方法　１８ホールストロークプレー　ダブルペリア方式による
●　　賞　　　優勝…優勝杯（町長杯）賞品、準優勝…準優勝杯（町体育協会会長

杯）賞品、３位～１００位…賞品、飛賞…（５位毎）、ＢＧ賞、ＢＢ

賞、参加賞、ドラコン賞、ニアピン賞

　　　　　　＊プレー終了後の表彰式に全員参加願います

●参　加　費　３,０００円（賞品代、参加賞代、パーティー費に充当する）
　　　　　　＊プレー費は特別料金にて !!

●申込締切　９月２６日（日）　（参加費３,０００円を添えて申込みください）
　　　　　　＊申込み後、取消の場合、参加費は返金致しませんが、参加賞は

差し上げます。

●主　　催　松島町民親善ゴルフ大会実行委員会
●後　　援　松島町、松島町体育協会、松島チサンカントリークラブ
●申込み・問合先
　　　　　　松島ドライバープラザ　�３５４-３１５８　

　　　　　　中国飯店　枉駕　�３５４-５３３９　竹谷自動車　�３５４-３２３２
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健 康 ら ん ど
マタニティ（保健福祉センターどんぐり）
10 月４日（月）、10月 18 日（月）
母子健康手帳の交付　９：30～ 11：00
（＊上記の日程で都合の悪い方は、事前にご連絡ください。
　�３５５－０７０３）

乳幼児健診等（保健福祉センターどんぐり）
10月１日（金）　ハイハイ赤ちゃんセミナー（H22.2月～3月生）
　　　　　　　　　　　　受付　９：30～９：45
10 月１日（金）　３歳６カ月児健診（H19.3 月～ 4月生）
　　　　　　　　　　　　受付　12：30 ～ 12：45
10 月５日（火）　１歳６カ月児健診（H21.2 月～ 3月生）
　　　　　　　　　　　　受付　12：30 ～ 12：45

予防接種
９月の予防接種はありません。
【ＢＣＧ】　10月12日（火）　対象H22.4月21日～7月22日生
　　　　　　　　　　　　　　　　受付　11：15 ～ 11：45

シルバー昼食会
９月 １ 日（水）　あったか～い（どんぐり１班）
９月 15日（水）　あったか～い（公民館）
９月 16日（木）　あったか～い（健康館）
９月 17日（金）　あったか～い（品井沼）
９月 21日（火）　あったか～い（ひだまりの家）
９月 28日（火）　あったか～い（どんぐり２班）

健康づくり事業（保健福祉センターどんぐり）
９月 17日（金）　健康の日イベント

健康増進機器利用講習会（保健福祉センターどんぐり）
平日（１人 30分程度）　＊事前に予約が必要です。
●問合先　�３５５-０７０３（保健師、栄養士）

機能訓練事業（保健福祉センターどんぐり）
９月の「ぱいんの会」はお休みです。

その他の事業（保健福祉センターどんぐり）
９月 27日（月）　元気いきいきクラブ（脳刺激訓練教室）
　　　　　　　　　10：00 ～ 11：30

総合健康診断（保健福祉センターどんぐり）
９月２日（木）～９月 14日（火）
結核検診・肺がん検診・特定健診・お達者健診・生活機能評価・青
年健康診査・胃がん健診・大腸がん健診・前立腺がん検診・骨粗
しょう症検診・骨量測定を行います。申し込まれた方は受診して
ください。

塩釜保健所での各種受付（予約制）
HIV抗体検査・クラミジア抗体検査　9 月1日（水）、9 月 15 日（水）
※HIV 抗体検査は電話予約により匿名で受け付け、原則として
無料です。

骨髄バンク登録受付　9 月 1 日（水）、9 月 15 日（水）10： 00 ～ 11 ： 00
●申込み・問合先　
　塩釜保健所　母子・障害班　　�３６３-５５０７
　塩釜保健所　健康対策班　　�３６３-５５０４
　保健福祉センターどんぐり　�３５５-０７０３（保健師）

≪心の健康づくり≫　⑥〈自殺予防〉　
　９月 10 日の世界自殺予防デーに因んで、９月 10 日から 16 日までの一週間は“自殺予防

週間”に設定されています。日本の自殺者数は、平成 10 年以降連続して３万人を上回っ

ています。自殺を図った人は、周囲への相談が少なく、１人で悩みを抱え込んでしまっ

て自殺に至ったケースが多くあります。そのため、周囲の人々の気づきと早い対応が重

要です。

　自殺の動機として、遺書などから特定できたもののうち多いのは、健康問題、経済・

生活問題、家庭問題、勤務問題 (仕事 )、男女関係です。最も多いのは健康問題ですが、

病気に対する不安や絶望感が心の病気を招き、自殺につながるおそれがあります。例え

ば、がん、心筋梗塞、パーキンソン病などで、しばしばうつ病を併発することがありま

す。本人も周囲の人も、体の病気にばかり目がいってしまい、心の不調に気づきにくい

こともありますので、注意が必要です。

★「こころの相談」もご利用ください。塩釜保健所　�３６５-３１５３
　　　9/9（木）塩釜保健所、10/21（木）松島町保健福祉センターどんぐり

●問合先　町民福祉課健康長寿班　保健師　�３５５-０７０３

～自殺予防のためにできること～
①　気づき…家族や仲間の変化に気付いて、声をかける。「眠れていますか？」等。

②　傾　聴…本人の気持ちを尊重し、耳を傾ける。否定や励ましは逆効果。

③　つなぎ…早めに専門家に相談するように促す。

④　見守り…温かく寄り添いながら、じっくりと見守る。

　８月６日の３歳６カ月児健診で、むし歯のな

かったお子さんを紹介します。

　　　　 鈴  木 　 悠  太 くん（松島） 
すず き ゆう た

　　　　 荒  木 　 優  菜 ちゃん（磯崎）
あら き ゆ な

　　　　 西  澤 　 世  梨 ちゃん（高城）
にし ざわ せ り

　　　　 宮  川 　 遥 ちゃん（松島）
みや かわ はるか

　　　　 小  野  寺 　 渉  真 くん（本郷）
お の でら しょう ま

　　　　　　　　　　　　以上、５人でした。

★これからも良い食習慣と歯みがきを続けて、

きれいな歯を守りましょう！

≪今月のピカピカ賞≫≪今月のピカピカ賞≫

『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康のののののののののののののののののののの日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』 参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集『健康の日』　参加者募集
　「スポーツの秋」です。健康をめざし、意識してからだを動

かしてみませんか？

　たくさんの参加をお待ちしています。

●日　時　９月 17日（金）　午前 10時～午前 11時 30 分
●場　所　松島町温水プール　美遊
●内　容　水中エアロビクス
　　　　　（水着と水泳帽の用意をお願いします）

●参加費　500 円
●申込み・問合先
　　　　　９月 16日（木）まで下記へお申込みください。

　　　　　町民福祉課健康長寿班　�３５５-０７０３
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もっと、もっと世界の人たちに松島を知ってもらい、来てもらいたい
松島佐勘 松庵 支配人 横山京子さん
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水を得た魚の如く
　もともと旅行好きで、「いずれ日本一周がしたい！」
と資金を得るため仲居の仕事に就き、佐勘へ入社。23
歳の時、会社から「きっと得るものがあるから行って来
い」と 3カ月間の休みをもらい、念願かなって出発。日
本各地を旅した中で、特に印象深かったのは、広島と長
崎。「あの体験から元気に回復された姿に、日本人は素
晴らしい！ぜひ語り継いでいかなければ ･･･ と感動し
ました。また、様々な土地で親切にされ、それが現在の
活力です」と話す横山さん。
　松島へは、松庵が平成 10 年にオープンする際、立ち
上げのために。平成16年に秋保佐勘へ戻り、平成20年、
支配人として再度松庵へ。
　松島町で仕事を始めて２年。町の長期総合計画策定

委員や「松島発！環境保全米プロジェクト」などの活動
にも参加。「私には水が合った仕事です。いろいろな方
たちと出会えるので人間として豊かになりますし、人
にも仕事にも “運と縁”を感じます」と水を得た魚の
如く活躍しています。

今後も新しい試みを
　支配人になった際自分でも実際に松庵に宿泊し、お
客様目線を体感したという横山さん。「この機会に読書
三昧を ････ と思いましたが、1冊も開きませんでした。
とにかく静かで、日頃の忙しさ、気ぜわしさからは想像
できない時間の流れ」。本当に何もしない、自分をリ
セットできる贅沢なひとときを体感したそうです。こ
れまでにも松庵ではチェックアウトが 12 時。朝食時間
を８～ 12 時に設定することで『ゆっくりできる』と好
評でした。9月からは、女性の方々に癒しとリフレッ
シュを提供したいとの思いを込めて、客室でエステが
受けられる一人旅プランを始めるなど、新しい試みに
も意欲的です。

住みたい、来たい、みんなで幸せになれる町に
　松島は歴史的にも景観的にも、長期滞在できるリ
ゾート地。ですから世界の人たちに、もっと知っても
らいたいし、来てもらいたいですね。」と話す横山さん。
　暮らしやすくて、子どもたちが松島で生まれ育った
ことを誇りにできる町。住みたい、来たい、みんなで幸
せになれる町であって欲しいと願っています。

（Ｈ ２２ 年 8 月 1 日現在：住民基本台帳）

（　）は前月比
男 7,486 人（－    6）　   人口 15,476 人（－11）
女 7,990 人（－    5）　   5,505 世帯（+   2）
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▲地域の方々によってきれいに整備された記念碑周辺
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浅井元義スケッチシリーズ

▲横山京子さん


